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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
海
賊
戦
隊
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
！
！
絶
対
に
笑
っ
て
は
い
け
な
い
の
ぞ
ヒ
ビ
探

偵
事
務
所
！
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
６
１
３
Ｚ

【
作
者
名
】

　
タ
ー
ザ
ン

【
あ
ら
す
じ
】

　
海
賊
戦
隊
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
が
の
ぞ
ヒ
ビ
探
偵
事
務
所
で
地
獄
の
１
日
を
す

ご
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

海
賊
戦
隊
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
の
メ
ン
バ
ー
６
人
は
突
然
タ
ー
ザ
ン
に
呼
び
出
さ

れ
た
。

タ
ー
ザ
ン
「
よ
く
来
た
ね
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
一
体
何
の
よ
う
だ
、
俺
達
は
ス
ー
パ
ー
戦
隊
の
大
い
な
る
力
を

手
に
入
れ
る
の
に
忙
し
い
ん
だ
よ
。
」

ジ
ョ
ー
「
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
て
く
れ
な
い
か
？
」

タ
ー
ザ
ン
「
ま
ぁ
ま
ぁ
ま
ぁ
・
・
・
皆
さ
ん
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
キ
ー
に
あ
る
仕
掛

け
を
し
ま
し
て
ね
。
」

ル
カ
「
私
達
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
キ
ー
に
？
」

タ
ー
ザ
ン
「
そ
の
通
り
、
俺
に
逆
ら
っ
た
ら
ビ
リ
ビ
リ
が
で
る
よ
う
に
し
て
お

い
た
。
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
は
ぁ
！
？
」

ハ
カ
セ
「
ち
ょ
っ
と
そ
れ
ど
う
い
う
事
！
？
」

ア
イ
ム
「
詳
し
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！
！
」

タ
ー
ザ
ン
は
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
に
指
を
差
す
。

タ
ー
ザ
ン
「
ズ
バ
リ
あ
な
た
達
は
こ
れ
か
ら
の
ぞ
ヒ
ビ
探
偵
事
務
所
で
１
日
探
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偵
を
や
っ
て
も
ら
い
ま
す
！
！
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
は
ぁ
！
？
」

鎧
「
い
、
い
き
な
り
言
わ
れ
て
も
困
る
っ
す
よ
！
？
」

タ
ー
ザ
ン
「
は
い
逆
ら
っ
た
！
！
」

タ
ー
ザ
ン
は
手
に
持
っ
て
い
る
ス
イ
ッ
チ
を
お
す
。

ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ
！
！
 

鎧
「
う
わ
お
ぉ
ぉ
ぉ
お
ぉ
ぉ
ぉ
！
？
」

ハ
カ
セ
「
あ
、
あ
ま
り
の
痛
さ
に
鎧
の
声
が
う
ら
が
え
っ
て
る
！
？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
お
い
て
め
ぇ
！
！
こ
っ
ち
は
も
う
ち
ょ
い
で
最
終
回
な
ん
だ
ぞ

！
！
こ
う
し
て
る
間
に
も
バ
ス
コ
に
大
い
な
る
力
を
奪
わ
れ
ち
ま
う
！
！
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
は
タ
ー
ザ
ン
の
胸
ぐ
ら
を
掴
む
。

タ
ー
ザ
ン
「
そ
、
そ
れ
は
大
丈
夫
で
す
ほ
ら
！
！
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
？
」

タ
ー
ザ
ン
が
指
を
差
す
方
向
に
は
シ
ン
バ
ル
を
持
ち
メ
タ
リ
ッ
ク
な
感
じ
の
サ

ル
と
い
か
に
も
裕
福
そ
う
な
格
好
の
ど
っ
か
で
見
た
事
あ
る
人
が
い
た
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
バ
ス
コ
か
？
」
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バ
ス
コ
「
そ
う
だ
よ
マ
ベ
ち
ゃ
ん
。
」

よ
く
見
る
と
手
錠
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
「
・
・
・
捕
ま
っ
た
の
か
？
」

バ
ス
コ
「
う
ん
。
」

ル
カ
「
・
・
・
本
気
で
？
」

バ
ス
コ
「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
。
」

ハ
カ
セ
「
・
・
・
な
ぜ
？
」

バ
ス
コ
「
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
」

ア
イ
ム
「
私
達
に
聞
か
れ
て
も
・
・
・
」

鎧
「
と
り
あ
え
ず
安
心
・
・
・
？
」

タ
ー
ザ
ン
「
は
い
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
！
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
待
て
こ
ら
ぁ
ぁ
！
！
」

・
・
・
・
・
・

な
ん
だ
か
ん
だ
で
の
ぞ
ヒ
ビ
探
偵
事
務
所
に
行
く
事
に
な
っ
た
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ

ー
、
行
き
方
は
・
・
・

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
バ
ス
か
！
？
」



5

タ
ー
ザ
ン
「
ガ
レ
オ
ン
は
私
が
預
か
っ
て
ま
す
、
ち
な
み
に
こ
の
バ
ス
に
乗
っ

た
瞬
間
１
日
絶
対
に
笑
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」

ジ
ョ
ー
「
な
ん
だ
そ
ん
な
事
か
。
」

ル
カ
「
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
よ
う
。
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
は
バ
ス
に
乗
っ
た
。

『
海
賊
戦
隊
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
！
！
絶
対
に
笑
っ
て
は
い
け
な
い
の
ぞ
ヒ
ビ
探

偵
事
務
所
！
！
』

ス
タ
ー
ト
！
！
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◆
バ
ス
内
に
て

バ
ス
内

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
何
で
バ
ス
な
ん
だ
、
そ
も
そ
も
バ
ス
な
ん
か
で
世
界
の
は
ざ
ま

に
行
け
る
の
か
？
」

タ
ー
ザ
ン
「
大
丈
夫
大
丈
夫
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。
」

ル
カ
「
逆
に
不
安
な
ん
だ
け
ど
。
」

そ
う
こ
う
し
て
る
う
ち
に
バ
ス
が
止
ま
っ
た
。

ジ
ョ
ー
「
普
通
に
客
が
乗
っ
て
く
る
の
か
。
」

ハ
カ
セ
「
・
・
・
っ
て
あ
れ
？
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
は
目
を
丸
く
し
た
。

？
？
？
「
一
度
バ
ス
内
で
話
そ
う
か
。
」

？
？
？
「
い
い
で
す
よ
。
」

機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム

ア
ム
ロ

ブ
ラ
イ
ト

ガ
ン
ダ
ム
の
ア
ム
ロ
と
ブ
ラ
イ
ト
が
バ
ス
に
入
っ
て
き
た
。
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ブ
ラ
イ
ト
「
せ
っ
か
く
バ
ス
に
入
っ
た
ん
だ
、
互
い
の
意
見
を
ぶ
つ
け
よ
う
じ

ゃ
な
い
か
！
！
」

ブ
ラ
イ
ト
は
ア
ム
ロ
を
殴
り
つ
け
た
。

鎧
「
い
や
い
や
バ
ス
内
は
静
か
に
し
よ
う
よ
。
」

ア
ム
ロ
「
・
・
・
殴
っ
た
ね
？
」

ブ
ラ
イ
ト
「
殴
っ
て
何
が
悪
い
！
！
」

ブ
ラ
イ
ト
は
両
腕
を
大
き
く
広
げ
勢
い
よ
く
後
ろ
を
見
る
。

ア
イ
ム
「
何
故
う
し
ろ
を
？
」

ル
カ
「
さ
ぁ
？
」

ブ
ラ
イ
ト
が
ア
ム
ロ
の
胸
ぐ
ら
を
掴
む
。

ア
ム
ロ
「
や
め
て
く
だ
さ
い
よ
、
そ
ん
な
に
ガ
ン
ダ
ム
を
動
か
し
た
い
な
ら
、

あ
な
た
が
動
か
せ
ば
い
い
で
し
ょ
う
！
？
」

ブ
ラ
イ
ト
は
再
び
ア
ム
ロ
を
殴
り
つ
け
た
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
ん
だ
よ
あ
の
セ
リ
フ
言
う
の
か
よ
。
」

ジ
ョ
ー
「
わ
け
が
わ
か
ら
ん
。
」

ア
ム
ロ
は
ブ
ラ
イ
ト
を
睨
み
つ
け
る
。
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ア
ム
ロ
「
二
度
も
ぶ
っ
た
・
・
・
親
父
に
も
ぶ
た
れ
ち
ゃ
こ
ち
ょ
○
×
△
＊
！

！
」

ル
カ
「
ぶ
ふ
っ
！
？
」

ハ
カ
セ
「
う
は
は
は
！
？
大
事
な
と
こ
ろ
噛
ん
だ
！
！
」

す
る
と

『
ル
カ
、
ハ
カ
セ
、
ｏ
ｕ
ｔ
！
！
』

ル
カ
「
え
っ
！
？
」

ハ
カ
セ
「
な
、
何
！
？
」

す
る
と
バ
ス
が
い
き
な
り
止
ま
る
と
ゴ
セ
イ
レ
ッ
ド
が
バ
ス
に
入
っ
て
き
た
。

ハ
カ
セ
「
ゴ
セ
イ
レ
ッ
ド
！
？
」

ル
カ
「
っ
て
き
ゃ
あ
ぁ
ぁ
！
？
」

ル
カ
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
キ
ー
が
電
気
を
発
し
た
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
お
、
お
い
・
・
・
」

ハ
カ
セ
「
ち
ょ
っ
、
何
！
？
」

ハ
カ
セ
は
四
つ
ん
這
い
に
さ
れ
ゴ
セ
イ
レ
ッ
ド
が
バ
ッ
ト
で
ハ
カ
セ
の
ケ
ツ
を

叩
い
た
。
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ハ
カ
セ
「
ぬ
あ
ぁ
！
？
」

ゴ
セ
イ
レ
ッ
ド
は
平
然
と
帰
っ
て
行
っ
た
。

ジ
ョ
ー
「
こ
、
こ
れ
は
・
・
・
」

タ
ー
ザ
ン
「
笑
っ
た
ら
男
は
ケ
ツ
バ
ッ
ト
、
女
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
な
ん
で
。
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
は
全
員
鳥
肌
が
立
っ
た
。

後
々
お
互
い
を
つ
ぶ
し
合
う
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ア
ム
ロ
達
は
何
事
も
な

か
っ
た
よ
う
に
立
ち
去
っ
た
。

・
・
・
・
・
・

開
始
１
５
分

再
び
バ
ス
が
止
ま
っ
た
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
・
・
・
」

？
？
？
「
い
や
ぁ
、
今
回
も
バ
ッ
ジ
ゲ
ッ
ト
だ
ぜ
！
！
」

ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー

サ
ト
シ

サ
ト
シ
が
バ
ス
に
入
っ
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ピ
カ
チ
ュ
ウ
も
い
る
は
ず
だ
が

サ
ト
シ
「
良
か
っ
た
な
ピ
カ
チ
ュ
ウ
！
！
」

ピ
カ
チ
ュ
ウ
？
「
ビ
ッ
ガ
ッ
ヂ
ュ
ウ
ゥ
。
」
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全
身
に
黄
色
い
ペ
ン
キ
を
ね
っ
た
く
っ
た
中
年
の
男
だ
っ
た
。

ア
イ
ム
「
う
っ
・
・
・
」

鎧
「
ぶ
は
は
は
は
は
！
？
」

『
鎧
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

次
に
バ
ス
内
に
入
っ
て
き
た
の
は

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
「
鉄
十
字
キ
ラ
ー
！
！
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
！
！
」

鎧
「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
！
？
」

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
は
ゴ
ム
で
で
き
た
バ
ッ
ト
で
鎧
の
ケ
ツ
を
叩
く
。

鎧
「
ぎ
ゃ
あ
！
？
」

・
・
・
・
・
・
・

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
は
既
に
つ
か
れ
は
じ
め
て
い
た
。

ル
カ
「
で
も
マ
ー
ベ
ラ
ス
や
ジ
ョ
ー
に
ア
イ
ム
、
ず
る
く
な
い
？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
笑
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
」

そ
し
て
つ
い
に
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

ハ
カ
セ
「
は
ぁ
・
・
・
」
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ア
イ
ム
「
ど
う
し
た
の
で
す
か
？
ハ
カ
セ
さ
ん
。
」

ハ
カ
セ
「
・
・
・
布
団
が
ふ
っ
と
ん
だ
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
・
・
・
」

ジ
ョ
ー
「
・
・
・
」

ア
イ
ム
「
・
・
・
・
」

ハ
カ
セ
「
・
・
・
ぶ
っ
！
！
」

『
ハ
カ
セ
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
自
滅
し
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
」

再
び
ゴ
セ
イ
レ
ッ
ド
参
上
。

ハ
カ
セ
「
ち
ょ
っ
と
ダ
メ
だ
っ
て
、
ぎ
ゃ
あ
！
？
」

ジ
ョ
ー
「
ふ
っ
・
・
・
バ
カ
な
奴
だ
。
」

ル
カ
「
て
い
う
か
ジ
ョ
ー
、
今
鼻
で
笑
っ
た
で
し
ょ
？
」

ジ
ョ
ー
「
は
？
」

『
ジ
ョ
ー
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

ジ
ョ
ー
「
ち
、
ち
ょ
っ
と
待
て
！
！
今
の
は
笑
い
じ
ゃ
・
・
・
」



12

？
？
？
「
よ
お
！
！
」

ド
ラ
ベ
ー
ス

シ
ロ
え
も
ん

ジ
ョ
ー
「
ま
、
待
て
！
！
野
球
選
手
は
・
・
・
」

シ
ロ
「
問
答
無
用
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
」

シ
ロ
え
も
ん
が
全
力
で
ジ
ョ
ー
の
ケ
ツ
を
ケ
ツ
バ
ッ
ト
で
叩
く
。

ジ
ョ
ー
「
ぐ
あ
ぁ
ぁ
！
？
」

シ
ロ
え
も
ん
は
去
っ
て
い
っ
た
。

ジ
ョ
ー
「
つ
、
つ
ぶ
し
合
い
が
始
ま
る
と
は
。
」

タ
ー
ザ
ン
「
あ
と
１
０
分
く
ら
い
で
到
着
で
す
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
長
い
か
長
く
な
い
か
わ
か
ん
ね
え
な
ぁ
。
」

ア
イ
ム
「
そ
う
で
す
・
・
・
」

ア
イ
ム
が
ふ
と
外
に
目
を
や
る
と

ア
イ
ム
「
あ
は
は
は
は
は
は
！
？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ど
し
た
？
ア
イ
・
・
・
」
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マ
ー
ベ
ラ
ス
も
外
に
目
を
や
る
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ぎ
ゃ
は
は
は
は
は
！
？
」

ル
カ
「
ち
ょ
っ
と
ど
う
し
た
の
よ
？
」

残
り
の
４
人
が
外
に
目
を
や
る
と

ジ
ョ
ー
「
（
う
っ
・
・
・
耐
え
ろ
。
）
」

ル
カ
「
う
は
は
は
は
は
！
？
」

ハ
カ
セ
「
（
我
慢
我
慢
我
慢
我
慢
我
慢
我
慢
我
慢
我
慢
我
慢
我
慢
！
！
）
」

鎧
「
ぐ
は
は
は
は
は
！
？
」

外
に
は
三
輪
車
に
乗
っ
て
い
る
ワ
ル
ズ
・
ギ
ル
が
い
た
。

ワ
ル
ズ
「
心
の
花
よ
！
出
て
く
る
が
い
ぃ
ぃ
ぃ
い
ぃ
ぃ
！
！
」

ワ
ル
ズ
・
ギ
ル
は
声
を
裏
返
し
な
が
ら
そ
う
叫
ん
だ
。

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
全
員
の
腹
筋
が
崩
壊
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
声
が
！
！
声
が
ぎ
ゃ
は
は
は
は
は
！
？
」

ジ
ョ
ー
「
も
う
、
も
う
ダ
メ
だ
は
は
は
は
は
！
？
」

ル
カ
「
う
は
は
は
は
は
！
？
」

ハ
カ
セ
「
な
、
中
の
人
は
は
は
は
は
は
は
は
！
？
」
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ア
イ
ム
「
さ
、
三
輪
車
あ
は
は
は
は
は
は
！
？
」

鎧
「
ぐ
は
は
は
は
は
！
？
」

『
全
員
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

す
る
と
バ
ス
が
止
ま
り
入
っ
て
き
た
の
は

「
５
人
揃
っ
て
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！
！
」

偉
大
な
る
先
輩
ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
。

ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
「
ト
イ
ヤ
！
！
」

ア
カ
、
ア
オ
、
ミ
ド
は
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
ジ
ョ
ー
、
ハ
カ
セ
に
ケ
ツ
バ
ッ
ト
、
モ

モ
、
キ
は
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
ル
カ
と
ア
イ
ム
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
。

ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
去
っ
て
い
っ
た
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
く
、
く
そ
ぉ
・
・
・
い
て
ぇ
・
・
・
」

鎧
「
あ
、
俺
助
か
っ
た
。
」

ジ
ョ
ー
「
・
・
・
・
」

シ
ロ
え
も
ん
「
う
り
ゃ
あ
ぁ
ぁ
！
！
」

鎧
「
何
故
シ
ロ
え
も
ん
！
？
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
！
？
」

何
故
か
シ
ロ
え
も
ん
が
現
れ
鎧
に
ケ
ツ
バ
ッ
ト
。
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ル
カ
「
助
か
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
？
（
怒
）
」

タ
ー
ザ
ン
「
み
な
さ
ん
、
着
き
ま
す
よ
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
よ
、
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
・
・
・
」

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
が
地
獄
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

つ
づ
く
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◆
バ
ス
内
に
て
（
後
書
き
）

最
近
今
更
な
が
ら
著
作
権
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
タ
ー
ザ
ン
で
し
た
。
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◆
探
偵
事
務
所
内
に
て

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
つ
い
に
の
ぞ
ヒ
ビ
探
偵
事
務
所
に
到
着
し
た
。

タ
ー
ザ
ン
「
え
ぇ
み
な
さ
ん
、
こ
こ
が
の
ぞ
ヒ
ビ
探
偵
事
務
所
で
す
。
」

ル
カ
「
一
回
来
た
か
ら
知
っ
て
る
。
」

タ
ー
ザ
ン
「
で
は
中
へ
入
り
ま
し
ょ
う
。
」

タ
ー
ザ
ン
は
事
務
所
の
入
り
口
で
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
た
。

『
声
帯
検
査
で
す
。
』

タ
ー
ザ
ン
「
オ
ン
ド
ゥ
ル
ラ
ギ
ッ
タ
ン
デ
ィ
ス
カ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

ジ
ョ
ー
「
お
い
お
い
。
」

『
声
帯
検
査
、
一
致
し
ま
せ
ん
。
』

ハ
カ
セ
「
ぶ
ふ
っ
！
？
」

『
ハ
カ
セ
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
に
笑
っ
て
ん
だ
。
」

ハ
カ
セ
「
だ
っ
て
あ
ん
な
全
力
で
叫
ん
で
お
い
て
検
査
に
ひ
っ
か
か
る
っ
て
・
・

・
」
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次
に
出
て
き
た
の
は

ｍ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ネ
ス

ネ
ス
「
や
ぁ
！
！
」

ネ
ス
は
持
参
の
バ
ッ
ト
で
ハ
カ
セ
の
ケ
ツ
を
叩
く
。

ハ
カ
セ
「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
！
？
」

ア
イ
ム
「
そ
れ
に
し
て
も
辛
い
で
す
ね
。
」

鎧
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
１
日
も
ち
ま
せ
ん
（
汗
）
」

な
ん
と
か
扉
を
開
け
中
に
入
る
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
。

タ
ー
ザ
ン
「
ま
ず
は
所
長
に
会
い
に
行
き
ま
す
。
」

ジ
ョ
ー
「
よ
く
見
た
ら
改
築
し
て
る
な
。
」

二
階

タ
ー
ザ
ン
「
所
長
、
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
を
連
れ
て
き
ま
し
た
。
」

？
？
？
「
ご
苦
労
様
。
」

所
長

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
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ル
カ
（
所
長
に
な
っ
て
た
ん
だ
。
）

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
お
久
し
ぶ
り
ね
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
、
早
速
だ
け
ど
あ
な
た

達
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
決
め
る
わ
。
」

ア
イ
ム
「
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
で
す
か
？
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
じ
ゃ
あ
あ
な
た
か
ら
。
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
は
鎧
を
指
差
す
。

鎧
「
俺
で
す
か
？
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
そ
う
よ
、
そ
う
ね
ぇ
・
・
・
あ
な
た
は
『
オ
タ
ク
』
。
」

鎧
「
オ
、
オ
タ
ク
？
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
次
あ
な
た
。
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
は
ア
イ
ム
を
指
差
す
。

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
あ
な
た
は
・
・
・
『
ヒ
メ
チ
ャ
ン
』
。
」

ア
イ
ム
「
な
ん
だ
か
懐
か
し
い
で
す
ね
。
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
次
あ
な
た
。
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
は
ハ
カ
セ
を
指
差
す
。

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
あ
な
た
は
『
ハ
カ
セ
』
。
」
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ル
カ
、
マ
ー
ベ
ラ
ス
「
・
・
・
ぶ
ふ
っ
！
？
」

『
ル
カ
、
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

ル
カ
「
ま
ん
ま
じ
ゃ
ん
！
？
き
ゃ
あ
！
？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
っ
、
お
前
は
！
？
」

現
れ
た
の
は
星
飛
雄
馬

飛
雄
馬
「
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
？
」

星
飛
雄
馬
は
持
参
の
バ
ッ
ト
で
マ
ー
ベ
ラ
ス
の
ケ
ツ
を
叩
く
。

ル
カ
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
し
び
れ
る
。

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
次
あ
な
た
。
」

ジ
ョ
ー
「
（
『
無
愛
想
』
と
か
だ
ろ
。
）
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
『
ア
タ
ッ
ク
Ｎ
ｏ
．
１
』
。
」

鎧
「
ぶ
ふ
っ
！
？
」

『
鎧
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

現
れ
た
の
は
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？
？
？
「
吼
新
星
！
！
キ
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！
！
」

キ
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
バ
ッ
ト
で
鎧
の
ケ
ツ
を
叩
く
。

鎧
「
痛
い
け
ど
キ
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
か
ら
幸
せ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
」

ル
カ
「
キ
モ
イ
わ
！
！
」

ジ
ョ
ー
「
髪
型
を
ネ
タ
に
さ
れ
る
と
は
な
（
汗
）
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
次
あ
な
た
。
」

ル
カ
「
か
っ
こ
い
い
の
で
お
願
い
。
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
『
盗
賊
』
。
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
・
・
・
・
・
・
」

タ
ー
ザ
ン
「
・
・
・
・
・
・
」

ル
カ
「
・
・
・
ふ
ふ
・
・
・
」

『
ル
カ
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

ル
カ
「
ち
ょ
っ
と
ま
ん
ま
だ
し
こ
の
沈
黙
は
ひ
き
ょ
・
・
・
き
ゃ
あ
ぁ
ぁ
！
？
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
最
後
に
あ
な
た
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
ん
だ
よ
。
」
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ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
『
マ
ベ
ち
ゃ
ん
』
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
他
よ
り
ま
し
か
。
」

タ
ー
ザ
ン
「
チ
ッ
」

鎧
（
今
舌
打
ち
し
た
！
？
）

そ
し
て
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
控
え
室
に
行
く
。

そ
の
途
中

タ
ー
ザ
ン
「
あ
、
の
ぞ
ヒ
ビ
久
し
ぶ
り
～
。
」

夢
原
の
ぞ
み

北
条
響

の
ぞ
み
「
タ
ー
ザ
ン
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
！
！
」

響
「
あ
ぁ
！
！
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
だ
！
！
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
よ
う
。
」

の
ぞ
み
「
そ
う
そ
う
こ
れ
あ
げ
ま
す
。
」

の
ぞ
み
は
突
然
飴
の
入
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
を
渡
す
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
お
、
あ
り
が
て
・
・
・
に
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ

！
？
」

蓋
を
開
け
よ
う
と
し
た
時
マ
ー
ベ
ラ
ス
は
二
回
く
ら
い
声
を
裏
返
し
て
絶
叫
し



23

た
。

鎧
「
う
は
は
は
は
は
！
？
に
ゃ
あ
っ
て
う
は
は
は
は
は
！
？
」

ア
イ
ム
「
あ
は
は
は
は
は
は
！
？
」

『
鎧
、
ア
イ
ム
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

シ
ロ
え
も
ん
「
ど
り
ゃ
あ
ぁ
！
！
」

鎧
「
ま
た
か
ぎ
ゃ
あ
！
？
」

ア
イ
ム
「
き
ゃ
あ
！
！
ビ
リ
ビ
リ
ィ
ィ
！
？
」
 

ジ
ョ
ー
「
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
ま
さ
か
ビ
リ
ビ
リ
が
き
た
か
？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
あ
、
あ
ぁ
・
・
・
」

の
ぞ
み
と
響
は
全
速
力
で
逃
げ
て
行
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・

タ
ー
ザ
ン
「
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
す
、
ま
だ
け
っ
こ
う
時
間
が
あ
る
の

で
そ
れ
ま
で
控
え
室
で
お
休
み
く
だ
さ
い
。
」

タ
ー
ザ
ン
は
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
を
控
え
室
に
入
れ
出
て
行
く
。
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ

ー
一
同
は
そ
れ
ぞ
れ
の
席
に
つ
き
机
に
う
な
だ
れ
る
。

ハ
カ
セ
「
や
っ
と
休
め
る
ね
ぇ
。
」
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ル
カ
「
ま
っ
た
く
・
・
・
椅
子
に
座
る
の
も
や
っ
と
だ
わ
。
」

ふ
と
鎧
は
机
に
目
を
や
る
。

鎧
「
そ
う
い
え
ば
ひ
き
だ
し
の
中
何
か
入
っ
て
ま
す
か
ね
？
」

つ
づ
く
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◆
探
偵
事
務
所
内
に
て
（
後
書
き
）

次
回
、
恒
例
の
ひ
き
だ
し
！
！
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◆
引
き
出
し
に
て

鎧
は
自
分
の
机
に
あ
る
３
つ
の
引
き
出
し
の
ま
ず
一
つ
を
開
け
た
。

鎧
「
何
も
な
い
。
」

２
つ
目
を
開
け
た
。

鎧
「
ん
？
な
ん
か
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
り
ま
し
た
。
」

ハ
カ
セ
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
？
」

ア
イ
ム
「
一
体
何
で
し
ょ
う
か
？
」

３
つ
目

鎧
「
ス
、
ス
イ
ッ
チ
？
」

赤
い
ス
イ
ッ
チ
が
あ
っ
た
。

鎧
「
マ
ー
ベ
ラ
ス
さ
ん
達
の
と
こ
ろ
に
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

ジ
ョ
ー
「
見
て
み
る
か
。
」

ジ
ョ
ー
の
引
き
出
し
一
つ
目

ジ
ョ
ー
「
何
も
な
い
。
」

二
つ
目



27

ジ
ョ
ー
「
な
い
。
」

３
つ
目

ジ
ョ
ー
「
・
・
・
・
・
」

大
量
の
ゴ
ミ

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ぶ
ふ
っ
！
？
」

ア
イ
ム
「
・
・
・
ふ
ふ
っ
・
・
・
」

『
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
ア
イ
ム
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
、
何
故
ゴ
ミ
が
・
・
・
」

ド
ラ
ベ
ー
ス

エ
モ
ル

エ
モ
ル
「
は
い
ぃ
！
！
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ぐ
あ
ぁ
！
？
」

ア
イ
ム
「
ビ
リ
ビ
リ
ィ
ィ
！
？
」

ジ
ョ
ー
「
ル
カ
、
次
お
前
だ
。
」

ル
カ
「
は
い
は
い
。
」
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ル
カ
は
一
つ
目
の
引
き
出
し
を
ゆ
っ
く
り
開
け
る
。

ル
カ
「
ん
？
・
・
・
・
ぶ
ふ
っ
！
？
」

バ
ス
コ
そ
っ
く
り
人
形

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
う
は
は
は
は
は
！
？
」

『
全
員
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

登
場
し
た
の
は
・
・
・

怪
傑
ズ
バ
ッ
ト

イ
ナ
ズ
マ
ン

キ
カ
イ
ダ
ー
０
１

キ
カ
イ
ダ
ー

キ
ョ
ー
ダ
イ
ン

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
ん
か
色
々
出
て
き
た
！
？
ぐ
あ
ぁ
！
？
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
う
わ
ぁ
ぁ
！
？
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
ケ
ツ
バ
ッ
ト
や
ら
電
気
シ
ョ
ッ
ク
や
ら
を
く
ら
っ
た
。

ズ
バ
ッ
ト
「
ズ
バ
ッ
と
解
決
！
！
」

・
・
・
・
・
・
・

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
し
か
し
バ
ス
コ
そ
っ
く
り
人
形
と
は
・
・
・
」
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ル
カ
「
他
は
何
も
な
い
わ
。
」

ア
イ
ム
「
私
が
ま
い
り
ま
す
。
」

ア
イ
ム
が
一
つ
目
の
引
き
出
し
を
開
け
た
。

ア
イ
ム
「
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」

二
つ
目

ア
イ
ム
「
あ
り
ま
せ
ん
。
」

三
つ
目

ア
イ
ム
「
ほ
っ
・
・
・
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

ル
カ
「
ハ
カ
セ
！
！
早
く
！
！
」

ハ
カ
セ
「
わ
、
わ
か
っ
た
よ
・
・
・
」

ハ
カ
セ
が
引
き
出
し
を
開
け
よ
う
と
す
る
と

鎧
「
ル
カ
さ
ん
、
人
形
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
」

ル
カ
「
何
に
使
う
気
？
」

ル
カ
は
バ
ス
コ
そ
っ
く
り
人
形
を
鎧
に
渡
す
、
鎧
は
無
言
で
バ
ス
コ
そ
っ
く
り

人
形
を
操
り
リ
ュ
ウ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
ポ
ー
ズ
を
つ
く
る
。
。

ハ
カ
セ
、
鎧
、
マ
ー
ベ
ラ
ス
「
・
・
・
ぶ
ふ
っ
は
は
は
は
は
は
は
は
！
？
」
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『
ハ
カ
セ
、
鎧
、
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

再
び
イ
ナ
ズ
マ
ン
、
キ
カ
イ
ダ
ー
、
ズ
バ
ッ
ト
参
上
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
鎧
！
！
て
め
ぇ
ぐ
あ
ぁ
！
？
」

ハ
カ
セ
「
何
で
人
形
な
ん
か
で
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
！
？
」

鎧
「
な
、
な
ん
と
な
く
う
わ
お
ぉ
！
？
」

ズ
バ
ッ
ト
「
ズ
バ
ッ
と
解
決
！
！
」

・
・
・
・
・
・
・

ハ
カ
セ
「
今
度
こ
そ
開
け
る
よ
！
！
」

一
つ
目

ハ
カ
セ
「
な
し
！
！
」

ニ
つ
目

ハ
カ
セ
「
な
し
！
！
」

三
つ
目
を
開
け
よ
う
と
し
た
そ
の
時

バ
チ
ッ

ハ
カ
セ
「
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
？
」
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ル
カ
「
う
は
は
は
は
は
！
？
」

『
ル
カ
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

ル
カ
が
衝
動
で
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。

ル
カ
「
き
ゃ
あ
ぁ
ぁ
！
？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
し
か
し
女
だ
け
じ
ゃ
な
く
ハ
カ
セ
ま
で
電
気
か
。
」

ジ
ョ
ー
「
あ
と
は
マ
ー
ベ
ラ
ス
だ
け
か
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
あ
、
あ
ぁ
、
ハ
カ
セ
三
つ
目
は
何
も
な
か
っ
た
の
か
？
」

ハ
カ
セ
「
う
ん
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
が
引
き
出
し
を
開
け
る
。

一
つ
目

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ま
、
ま
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
。
」

二
つ
目

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
し
。
」

三
つ
目

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
・
・
・
ぶ
ふ
っ
！
？
」

ワ
ル
ズ
・
ギ
ル
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
（
大
量
）
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『
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

ア
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
参
上

ア
カ
「
ト
イ
ヤ
！
！
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ぐ
あ
ぁ
！
？
」

・
・
・
・
・
・

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
引
き
出
し
を
全
て
見
終
わ
っ
た
。

鎧
「
ス
イ
ッ
チ
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
・
・
気
に
な
り
ま
す
ね
。
」

ル
カ
「
っ
て
よ
く
見
た
ら
バ
ス
コ
そ
っ
く
り
人
形
に
も
ス
イ
ッ
チ
が
つ
い
て
る

ん
だ
け
ど
。
」

ア
イ
ム
「
と
り
あ
え
ず
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
」

つ
づ
く



33

◆
引
き
出
し
の
中
身
に
て

ル
カ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
好
奇
心
で
バ
ス
コ
そ
っ
く
り
人
形
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

た
。

『
マ
～
ベ
ち
ゃ
ん
、
タ
～
イ
キ
～
ッ
ク
♪
』

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
・
・
・
は
？
」

『
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
タ
イ
キ
ッ
ク
』

す
る
と

？
？
？
「
テ
ン
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！
！
天
重
星
シ
ョ
ウ
ジ
！
！
」

鎧
「
テ
ン
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
ぁ
！
！
♪
」

テ
ン
マ
「
お
ら
ぁ
！
！
」

テ
ン
マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
マ
ー
ベ
ラ
ス
を
思
い
き
り
蹴
り
飛
ば
す
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
！
？
」

ジ
ョ
ー
「
こ
、
こ
う
い
う
仕
掛
け
も
あ
る
の
か
？
」

ハ
カ
セ
「
と
、
と
り
あ
え
ず
ス
イ
ッ
チ
は
押
さ
な
い
で
・
・
・
」

ア
イ
ム
「
あ
っ
・
・
・
」
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ポ
チ
ッ

鎧
「
お
、
押
し
ち
ゃ
っ
た
ん
す
か
！
？
」

す
る
と

『
マ
ー
ベ
ラ
ス
、
タ
イ
キ
ッ
ク
』

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
に
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
！
？
」

？
？
？
「
体
に
漲
る
無
限
の
力
！
！
ア
ン
ブ
レ
イ
カ
ブ
ル
ボ
デ
ィ
！
！
ゲ
キ
レ

ッ
ド
！
！
」

現
れ
た
の
は
ゲ
キ
レ
ッ
ド
。

ゲ
キ
レ
ッ
ド
「
ワ
ッ
キ
ワ
キ
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
○
×
△
□
＊
！
？
」

鎧
「
マ
ー
ベ
ラ
ス
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
？
」

ゲ
キ
レ
ッ
ド
は
四
足
で
走
り
去
っ
て
行
っ
た
。

ル
カ
「
あ
ぁ
・
・
・
早
く
明
日
に
な
ん
な
い
か
な
・
・
・
」

ハ
カ
セ
「
そ
う
だ
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ん
だ
ろ
？
」

ハ
カ
セ
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
興
味
を
持
つ
。

ジ
ョ
ー
「
・
・
・
見
る
の
か
？
」
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ア
イ
ム
「
で
す
が
笑
い
の
仕
掛
け
は
手
早
く
無
く
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
」

ア
イ
ム
の
意
見
に
み
な
が
頷
く
。

ハ
カ
セ
「
よ
し
、
や
っ
て
み
よ
う
。
」

ハ
カ
セ
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
部
屋
に
あ
っ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
読
み
込
ま
せ
た
。

【
テ
レ
ビ
画
面
】

「
さ
ぁ
始
ま
り
ま
し
た
お
笑
い
探
偵
事
務
所
！
！
今
日
は
ど
ん
な
芸
人
が
来
る

か
な
？
」

？
？
？
「
は
い
ど
～
も
～
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ガ
イ
で
～
す
。
」

？
？
？
「
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
オ
ン
で
～
す
。
」

現
れ
た
の
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ガ
イ
と
ラ
イ
ブ
マ
ン
の
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
オ
ン
だ
っ

た
。

ガ
イ
「
い
や
あ
あ
つ
は
な
つ
い
で
ん
な
～
。
」

イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
オ
ン
「
古
い
ぞ
ガ
イ
！
！
そ
り
ゃ
タ
イ
キ
ッ
ク
だ
！
！
」

ガ
イ
「
ツ
ッ
コ
ミ
が
弱
い
よ
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
オ
ン
～
、
君
も
タ
イ
キ
ッ
ク
だ
！

！
」

・
・
・
・
・
・
・
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ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
・
・
・
？
」

鎧
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ガ
イ
？
・
・
・
ま
さ
か
・
・
・
」

ジ
ョ
ー
「
イ
エ
ロ
ー
ラ
イ
オ
ン
、
大
原
丈
・
・
・
ま
さ
か
・
・
・
」

そ
の
ま
さ
か

『
ジ
ョ
ー
、
鎧
、
タ
イ
キ
ッ
ク
』

ジ
ョ
ー
、
鎧
「
や
っ
ぱ
り
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ

ぃ
！
？
」

ジ
ョ
ー
と
鎧
は
同
じ
名
前
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
責
任
と
し
て
タ
イ
キ
ッ
ク
を
さ
れ
る
。

？
？
？
「
ナ
ァ
ァ
ァ
ミ
す
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
！
」

ワ
ン
ピ
ー
ス

サ
ン
ジ

鎧
「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
？
」

ジ
ョ
ー
「
ぐ
ぁ
ぁ
！
？
」

・
・
・
・
・
・

ル
カ
「
て
い
う
か
笑
い
関
係
な
く
な
い
？
」

ハ
カ
セ
「
僕
も
そ
う
思
っ
て
た
。
」
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す
る
と
タ
ー
ザ
ン
が
部
屋
に
入
っ
て
き
た
。

タ
ー
ザ
ン
「
み
ん
な
、
体
験
入
学
者
歓
迎
会
を
や
る
か
ら
俺
に
つ
い
て
き
て
く

れ
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
外
は
な
ん
で
も
起
こ
り
そ
う
だ
な
。
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
タ
ー
ザ
ン
の
跡
に
つ
い
て
い
き
歓
迎
会
会
場
に
向
か

う
。

つ
づ
く
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◆
引
き
出
し
の
中
身
に
て
（
後
書
き
）

は
っ
き
り
言
っ
て
ギ
ャ
グ
ど
う
で
す
か
ね
？
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◆
歓
迎
会
に
て

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
歓
迎
会
会
場
に
到
着
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ど
う
せ
ま
た
仕
掛
け
が
あ
る
ん
だ
ろ
。
」

ア
イ
ム
「
一
体
何
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

す
る
と

タ
ー
ザ
ン
「
そ
れ
で
は
こ
れ
よ
り
、
の
ぞ
ヒ
ビ
探
偵
事
務
所
の
体
験
入
学
者
歓

迎
会
を
始
め
ま
す
、
探
偵
事
務
所
長
・
ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
す
。
」

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
が
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
の
前
に
立
つ
。

ダ
ー
ク
ド
リ
ー
ム
「
・
・
・
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
 

Ｉ
Ｓ
 

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
 

Ｗ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｒ
・
・
・
」

ル
カ
、
ハ
カ
セ
「
ぶ
ふ
っ
！
？
」

『
ハ
カ
セ
、
ル
カ
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

現
れ
た
の
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ
。

オ
ー
ズ
「
セ
イ
ヤ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

オ
ー
ズ
の
ケ
ツ
バ
ッ
ト
は
誤
っ
て
ハ
カ
セ
の
背
中
に
直
撃
。
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ハ
カ
セ
「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ

ぁ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
？
」

ル
カ
「
き
ゃ
あ
！
？
も
う
い
き
な
り
英
語
っ
て
！
！
」

タ
ー
ザ
ン
「
続
い
て
、
異
世
界
か
ら
の
ゲ
ス
ト
で
す
。
」

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ
×
ス
イ
ー
ト
プ
リ
キ
ュ
ア
！
！
転
校
生
は
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
！
？

犬
上
狼

狼
「
え
～
、
犬
上
狼
で
ー
す
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ま
さ
か
Ｎ
Ｏ
Ｓ
他
作
品
か
ら
く
る
と
は
な
。
」

狼
「
と
り
あ
え
ず
体
験
入
学
者
、
控
え
室
に
戻
り
な
さ
い
！
！
」

鎧
「
え
ぇ
・
・
・
」

ア
イ
ム
「
来
た
ば
か
り
な
の
で
す
が
…
」

と
り
あ
え
ず
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
控
え
室
に
戻
ろ
う
と
す
る
と
突
如
目
の

前
に
ダ
マ
ラ
ス
が
現
れ
た
。

ジ
ョ
ー
「
ダ
マ
ラ
ス
！
？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
何
し
に
来
や
が
っ
た
！
？
」

ダ
マ
ラ
ス
「
・
・
・
・
」
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す
る
と

ダ
マ
ラ
ス
「
こ
の
ダ
マ
ラ
ス
様
が
貴
様
ら
を
・
・
・
黙
ら
す
！
！
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
・
・
・
・
・
」

タ
ー
ザ
ン
「
・
・
・
・
・
・
」

狼
「
・
・
・
ぶ
ふ
っ
！
？
」

『
狼
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

狼
「
え
ぇ
！
？
俺
も
！
？
」

現
れ
た
の
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ァ
イ
ズ
、
乾
巧
。

フ
ァ
イ
ズ
「
手
加
減
し
ね
ぇ
ぞ
、
ヤ
ァ
ァ
ァ
！
！
」

ク
リ
ム
ゾ
ン
ケ
ツ
バ
ッ
ト

狼
「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
？
」

狼
は
元
の
世
界
に
飛
ば
さ
れ
た
。

ハ
カ
セ
「
は
、
早
く
戻
ろ
う
よ
！
！
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
控
え
室
に
戻
っ
た
。

・
・
・
・
・
・
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タ
ー
ザ
ン
「
し
か
し
ど
う
で
す
か
、
気
分
は
？
」

ジ
ョ
ー
「
最
悪
だ
。
」

ル
カ
「
本
当
、
早
く
終
わ
り
た
い
わ
。
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
控
え
室
に
入
っ
た
。

タ
ー
ザ
ン
「
昼
食
の
時
間
が
も
う
す
ぐ
で
す
の
で
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

」鎧
「
ま
た
な
ん
か
仕
掛
け
が
あ
り
そ
う
…
」

つ
づ
く
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◆
昼
食
に
て

控
え
室
に
戻
っ
た
ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
一
同
は
昼
食
の
時
間
に
な
っ
た
。

タ
ー
ザ
ン
「
み
な
さ
ん
、
昼
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
バ
イ
キ
ン
グ
？
あ
の
好
き
な
も
ん
食
っ
て
い
い
っ
て
や
つ
か
？
」

タ
ー
ザ
ン
「
そ
う
で
す
、
で
す
が
食
べ
ら
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
始
め
る
ゲ
ー
ム

で
決
め
ま
す
。
」

す
る
と
控
え
室
に
料
理
と
カ
ー
ド
が
運
ば
れ
た
。

ア
イ
ム
「
カ
ー
ド
？
」

タ
ー
ザ
ン
「
ま
ず
こ
の
カ
ー
ド
を
引
い
て
い
っ
て
１
人
三
枚
集
ま
っ
た
ら
終
わ

り
で
す
、
カ
ー
ド
に
は
料
理
の
名
前
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
面
白
そ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
か
、
や
る
ぞ
。
」

じ
ゃ
ん
け
ん
で
カ
ー
ド
を
ひ
く
順
番
を
決
め
る
。

ジ
ョ
ー
↓
ル
カ
↓
鎧
↓
ハ
カ
セ
↓
ア
イ
ム
↓
マ
ー
ベ
ラ
ス

ジ
ョ
ー
「
ま
ず
は
俺
だ
な
。
」

ジ
ョ
ー
が
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

ジ
ョ
ー
「
オ
ニ
ギ
リ
か
。
」



44

ジ
ョ
ー
、
オ
ニ
ギ
リ
ｇ
ｅ
ｔ

ル
カ
「
次
は
私
ね
。
」

ル
カ
が
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

ル
カ
「
ひ
じ
き
か
ぁ
。
」

ル
カ
、
ひ
じ
き
ｇ
ｅ
ｔ

鎧
「
次
は
俺
で
す
ね
！
！
お
り
ゃ
あ
！
！
」

鎧
が
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

鎧
「
・
・
・
ぶ
ふ
っ
！
？
」

『
鎧
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

現
れ
た
の
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ン
、
バ
ッ
ト
を
構
え
る
。

シ
ン
「
ぐ
お
ぉ
！
！
」

鎧
「
ぎ
ゃ
あ
！
？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
鎧
、
何
を
ひ
い
た
ん
だ
？
」

鎧
が
カ
ー
ド
を
見
せ
る
。

桃
太
郎
の
格
好
を
し
た
マ
ー
ベ
ラ
ス
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
。
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ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
（
マ
ー
ベ
ラ
ス
除
）
「
う
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は

は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
！
？
」

『
鎧
、
ジ
ョ
ー
、
ル
カ
、
ハ
カ
セ
、
ア
イ
ム
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

ア
イ
ム
、
ル
カ
「
き
ゃ
あ
ぁ
！
？
」

現
れ
た
の
は

宇
宙
刑
事
ギ
ャ
バ
ン
、
シ
ャ
リ
バ
ン
、
シ
ャ
イ
ダ
ー

ギ
ャ
バ
ン
「
と
お
！
！
」

シ
ャ
リ
バ
ン
「
は
ぁ
！
！
」

シ
ャ
イ
ダ
ー
「
ヤ
ァ
！
！
」

ジ
ョ
ー
、
ハ
カ
セ
、
鎧
「
ぐ
お
ぉ
ぉ
！
？
」

・
・
・
・
・
・
・

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
合
成
レ
ベ
ル
高
す
ぎ
だ
ろ
。
」

鎧
「
俺
結
局
何
も
無
し
・
・
・
」

ハ
カ
セ
「
次
は
僕
だ
ね
。
」

ハ
カ
セ
は
カ
ー
ド
を
ひ
く
。
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ハ
カ
セ
、
玉
子
焼
き
ｇ
ｅ
ｔ

ハ
カ
セ
「
や
っ
た
！
！
」

ア
イ
ム
「
次
は
私
で
す
ね
。
」

ア
イ
ム
が
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

ア
イ
ム
、
納
豆
ｇ
ｅ
ｔ

ア
イ
ム
「
納
豆
と
は
何
で
し
ょ
う
？
」

鎧
「
え
ぇ
！
？
納
豆
知
ら
な
い
ん
で
す
か
！
？
」

ジ
ョ
ー
「
俺
が
よ
く
体
力
つ
け
る
た
め
に
毎
朝
食
べ
て
る
だ
ろ
。
」

ア
イ
ム
「
あ
の
臭
い
が
し
て
ネ
バ
ネ
バ
し
て
い
る
や
つ
で
す
か
？
（
汗
）
」

ル
カ
「
確
か
に
ア
イ
ム
苦
手
そ
う
だ
よ
ね
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
や
っ
と
俺
か
。
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
は
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

マ
ー
ベ
ラ
ス
、
イ
ナ
ゴ
ｇ
ｅ
ｔ

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
イ
っ
！
？
」

ジ
ョ
ー
「
イ
ナ
ゴ
？
」
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ル
カ
「
あ
の
虫
み
た
い
な
の
！
？
ひ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
！
？
」

・
・
・
・
・
・
・

な
ん
だ
か
ん
だ
で

ジ
ョ
ー
↓
オ
ニ
ギ
リ
、
漬
け
物

ル
カ
↓
ひ
じ
き
、
五
目
ご
飯

鎧
↓
白
米

ハ
カ
セ
↓
玉
子
焼
き
、
ベ
ー
コ
ン

ア
イ
ム
↓
納
豆
、
味
噌
汁

マ
ー
ベ
ラ
ス
↓
イ
ナ
ゴ
×
２

ハ
カ
セ
「
う
は
は
は
は
は
！
？
」

『
ハ
カ
セ
、
ｏ
ｕ
ｔ
』

ハ
カ
セ
「
う
は
は
は
は
は
！
？
イ
ナ
ゴ
×
２
！
？
」

再
び
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ン
。

ハ
カ
セ
「
う
あ
ぁ
！
？
」

ジ
ョ
ー
「
ラ
ス
ト
だ
な
。
」
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ジ
ョ
ー
が
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

一
品
没
収

ジ
ョ
ー
「
は
？
」

ジ
ョ
ー
は
オ
ニ
ギ
リ
を
没
収
さ
れ
た
。

ジ
ョ
ー
「
な
に
ぃ
！
？
」

ル
カ
「
次
は
私
ね
。
」

ル
カ
は
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

ル
カ
、
横
取
り

ル
カ
「
横
取
り
？
」

タ
ー
ザ
ン
「
メ
ン
バ
ー
の
料
理
を
ひ
と
つ
だ
け
横
取
り
で
き
ま
す
。
」

ル
カ
「
じ
ゃ
あ
ハ
カ
セ
の
ベ
ー
コ
ン
。
」

ハ
カ
セ
「
え
ぇ
！
？
」

鎧
「
次
は
俺
！
！
気
力
て
ん
し
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ん
！
！
」

鎧
は
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

鎧
、
赤
龍
軒
の
餃
子
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鎧
「
よ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ

ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
っ
し
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ

ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

鎧
は
か
ん
き
わ
ま
っ
て
ダ
イ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
メ
ン
バ
ー
全
て
の
名
乗
り
ポ
ー
ズ

を
し
た
。

ハ
カ
セ
「
つ
、
次
は
僕
だ
ね
。
」

ハ
カ
セ
は
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

ハ
カ
セ
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
ｇ
ｅ
ｔ

ハ
カ
セ
「
や
、
や
っ
た
！
！
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
チ
ッ
。
」

ア
イ
ム
「
次
で
す
ね
。
」

ア
イ
ム
は
カ
ー
ド
を
ひ
く
。

ア
イ
ム
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
ｇ
ｅ
ｔ

ジ
ョ
ー
「
ア
イ
ム
は
和
食
統
一
か
。
」

ア
イ
ム
「
良
か
っ
た
…
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
た
く
、
も
う
イ
ナ
ゴ
は
か
ん
べ
・
・
・
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
、
イ
ナ
ゴ
ｇ
ｅ
ｔ
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マ
ー
ベ
ラ
ス
「
だ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！

？
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
は
声
を
裏
返
し
な
が
ら
叫
ん
だ
。

そ
し
て
昼
食
。

亮
「
鎧
君
、
い
く
ら
で
も
焼
く
か
ら
ね
！
！
」

鎧
「
は
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
！
！
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
か
わ
り
お
願
い
し
ま
ぁ
ぁ
ぁ
す
！
！
」

ル
カ
「
五
目
ご
飯
も
結
構
美
味
し
い
！
！
」

ジ
ョ
ー
「
漬
け
物
ひ
と
つ
だ
と
・
・
・
」

マ
ー
ベ
ラ
ス
「
ま
し
な
ほ
う
だ
ろ
！
！
」

ハ
カ
セ
「
こ
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
美
味
し
い
！
！
」

ア
イ
ム
「
納
豆
と
い
う
の
は
美
味
し
い
で
す
ね
。
」

そ
れ
ぞ
れ
昼
食
を
済
ま
せ
て
休
憩
し
て
い
る
と

鎧
「
・
・
・
・
・
」

ゴ
ー
カ
イ
ジ
ャ
ー
「
・
・
・
ぶ
ふ
っ
！
？
」

鎧
が
バ
ス
コ
そ
っ
く
り
人
形
で
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
を
再
現
し
て
い
た
。

鎧
も
自
滅
だ
が
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ル
カ
、
ア
イ
ム
「
き
ゃ
あ
！
？
」

重
甲
ビ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー

ブ
ル
ー
ビ
ー
ト

ビ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
カ
ブ
ト

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト

カ
ブ
タ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド

カ
ブ
ト
一
同
「
ト
イ
ヤ
！
！
」

男
子
「
ぎ
ゃ
あ
ぁ
！
？
」

つ
づ
く
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◆
昼
食
に
て
（
後
書
き
）

年
末
ま
で
に
延
長
し
ま
す
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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